
 

 

 

 

 

 

「何でもできる今日がある。未来を切り拓く明日がある」 

校長  山内 卓司 

  

生徒の皆さん、今年は戦後８０の節目の年です。第二次世界大戦が終わってから、私たちの国は平

和の中で歩みを進めてきました。しかし、その平和は決して当たり前のものではなく、数え切れない

ほどの犠牲の上に築かれたものです。 

本土唯一の地上戦である沖縄戦では「鉄血
てっけつ

勤皇隊
きんのうたい

」や「ひめゆり学徒隊」など、中高生の少年少女

も前線や衛生兵として動員され、戦火の中で命を落としました。また、爆弾を積み敵に突入して自爆

する、「特別攻撃隊」として若い命を戦場に捧げた青年たちもいました。みな、まだ夢や希望を抱き

ながら生きるはずだった年頃に、戦争という現実の中で未来を奪われました。 

私は３月に特攻隊の悲劇を後生に伝えるための資料館「知覧特攻平和会館」を訪れ、彼らの遺した

幾つもの手紙を読んできました。そこには家族への思いや、友への感謝、そして平和への願いが込め

られていて、若くして国のために自ら命を絶つ想像もできない現実がありました。 

そこで生徒の皆さんに伝えたいことがあります。皆さんは今、自由に学び、友と語らい、部活動や

習い事に励み、将来の夢を描くことができます。好きなことに打ち込める時間があり、自分の未来を

自分で選び取ることができる環境があります。それは、戦争で命を落とした若者たちが願っていた

「平和な未来」そのものです。 

この節目の年に過去の歴史をしっかりと胸に刻みましょう。そして、この夏休みは目的をもたず

になんとなく過ごすのではなく、『何でもできる今日があること。未来を切り拓く明日があること。』

への感謝の気持ちをもって、未来のなりたい自分に向かって夏休みの１日１日を大切に過ごしてく

ださい。 

２学期に一回り成長した皆さんに会えることを楽しみにしています。 

保護者の皆様、今学期も本校の教育活動にご理解と温かいご支援をありがとうございました。今

後も引き続きよろしくお願いいたします。 

一 中 だ よ り 
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文京区立第一中学校 

校長  山内 卓司 

  【教育目標】○進んで学習し、よく考える人 ○責任を重んじ、思いやりのある人 ○心身ともに健康でねばり強い人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 ５日（火）～８日（金） 平和特派員事業 （２年生 ２名） 

  １２日（火）～１５（金） 学校閉庁日 

  ２１日（木）～２７（水） 文京区総合体育大会 

  ※夏休み中に教育相談も実施されます。            

【夏休み中の予定】 

【夏休みの校内工事について】 

① 特別教室改修工事（音楽室・美術室・第２理科室） 

７月 ８日（火）～ 現場事務所設置開始       

２０日（日）～ 校舎内改修工事開始 

② 体育館空調工事      ７月２０日（日）～ 工事開始    

③ 土校庭保守整備工事  ８月 ８日（金）～ 工事開始 

④ ４階断熱材敷込み工事 ７月２２日（火）～ 工事開始 

⑤  教室増設工事準備         ※夏休み期間中、校庭及び体育館を使用する部活の活動はできません。 

【八ヶ岳移動教室（５組）】 

５組は６月２５日（水）～２７日（金）、八ヶ岳移動教室に行ってきました。 

雨の影響でスケジュールが入れ替わる事もありましたが、予定されていた 

内容をすべて楽しむことができました。「自分のことは自分でやる」という 

目標に３日間挑戦して、たくましく成長できました。 

【部活動の活躍】            文京区選手権大会 

 バドミントン部 男子 バドミントン部 女子 

団体 優 勝 優 勝《ブロック大会では３位 都大会出場》 

個人 シングルス 優勝  

ダブルス  優勝 、３位  

シングルス ３位  

ダブルス  ３位  

 

【一 中 祭】 

日時； 令和７年７月１９日（土） １７時００分～１９時３０分   

場所； 第一中学校 校庭  （雨天）アリーナとサブアリーナ 

 

＜絵＞ ３年生 

【文京区社会を明るくする大会】 

７月１３日（日）にシビックホール（小ホール）で行われ、３年生が１名、一中生の代表として「青少年

の意見発表」を立派に務めました。とても素晴らしい発表でした。 

 


